
９０日以内の滞在の場合、ビザは不要です。

パスポートの残存有効期間は帰国時まであることが必要です。

公用語はスペイン語。

一般的にホテル、旅行会社、観光地のレストランなどでは英語を話すスタッフがいます。

レアル、補助単位はチリペソ。米ドルも広く使われており、ホテル、レストラン、お土産物店などほとんどの所で使える。

ホテルやレストランでは、主だったクレジットカードが利用可能。ＪＣＢカードは現時点では利用できません。

現地通貨は日本では購入できません。日本出発前にＵＳドルに両替し、現地着後に空港またはホテルにて両替してください。

アルコール２．５リットル（１８才以上）、タバコ４００本、葉巻５０本、きざみタバコ５００グラムまで。香水は個人用として適量。

入国時に動植物非所持を証明する誓約書の提出が必要です。

アントファガスタなどのチリ北部砂漠地帯（アタカマ砂漠）、サンティアゴなどの中部地方、バルディビアなどの南部地方、プンタ・アレーナスなど

のオパタゴニア地方に分かれます。北部砂漠地代は年間を通じて降水量が少なく、１日の温度差が激しい。中部地方は四季の移り変わり

があり、日本の気候とよく似ているが、季節は逆。南部は年間降水量が多く、長期間にわたって雨が続くこともあるが、年間を通じて気温は

安定しており過ごしやすい。パタゴニア地方は南へゆくほど降水量が少なくなり、強風と寒冷な気候となっている。

訪問する地方により服装の準備も変わり、砂漠地方では日焼防止を意識した服装、パタゴニアではウィンドブレーカーなどの風対策が必要です

欧米同様のチップの習慣があり、ホテルのポーターやレストランでの食事に際してはチップが必要です。

ホテルポーターは荷物１個につき１ＵＳドル、ホテルメイドは２ＵＳドルがおおよその目安です。

電圧は220ボルト(５0Hz)でコンセントは丸２穴タイプ。
アダプターやコンセントは日本より持参することをお勧めします。
  

水道水は飲めません。ミネラルウォーターを購入し飲用とすることをお勧めします。

ミネラルウォーターには炭酸ガス入りと、ガスなしのものがありますのでご注意ください。

日本より１３時間遅れています。１０月の第２週～３月の第２週頃に実施されるサマータイム時は１２時間遅れとなります。

イースター島のみはそれぞれ１５時間、１４時間遅れとなります。

欧米の都市と同程度の治安状況ですが、空港やホテルにおける置き引き被害が多発していますので、ご自分の荷物から目を離す事の

ないよう、十分にご注意ください。また旅行中は過度な装飾品や高級腕時計の着用は、目をつけられやすいのでお控ください。

チリ共和国　トラベルインフォメーション
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